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平成２３年度、管内一酪農場（ Ａ ）が繋ぎ４０頭からフリーストール１７０以下、 農場

家畜保健衛生所（以下、頭へ規模拡大した。当初から関係機関による支援体制がとられ、

家保）及び民間獣医師等が連携して実施した繁殖検診により繁殖成績が向上した事例について

概要を報告する。

１．農場概要

農場は県事業等を活用し、平成 年度Ａ ２３

４０ １５０に経産牛繋ぎ 頭からフリーストール

頭に規模拡大し、現在は 頭である。農事１７０

組合法人として経営しており、給餌方式はＴ

、 、ＭＲで 粗飼料は自家産のイネＷＣＳや牧草

輸入乾草を用いている。子牛は県外市場へ販

売し、育成牛は県内外に預託している （図。

－１ 。）

２．関係機関による支援体制

Ａ農場に対しては大規模経営を開始した当

初から、県、町、ＪＡ等関係機関が連携して

支援を行い、年数回の会議で各機関の支援内

容や経営状況の確認が行われている。家保は

主に繁殖衛生に関する指導を実施してきた 図（

。－２）

３．当初の課題と家保の対応

、 （ ）Ａ農場では繁殖管理面では 多頭化に伴い導入した発情発見システム 牛歩センサー

を十分に活用できずにいたり、農場授精師の経験不足から発情と授精時期に時間差があっ

たことから、システムの操作指導や直腸検査による適期授精の実技指導を実施してきた。

また飼料管理面では、ＴＭＲ給餌により群管理となったことから、栄養状態の把握と改善

のため、血液生化学検査及び畜産試験場の協力を得てイネＷＣＳの飼料分析等を行い、栄

養面や雑草防除等の助言を行ってきた。

このような中、飼料価格高騰等による経営圧迫から粗飼料品質が不安定になり種付回数

が増加したことから、平成２６年の夏に農場主から家保に繁殖成績をさらに向上させたい

旨の相談あった。

図－１ Ａ農場の概要

県事業等を活用し、平成23年度に経産牛繋ぎ40頭から
フリーストール150頭に規模拡大（現在170頭）。

農事組合法人として経営開始。

・従事者 ：6人
・飼養形態 ：フリーストール＆ミルキングパーラー方式
・給餌方式 ：TMR方式

粗飼料は自家産（イネWCS・牧草）
＋購入（輸入乾草）

・移出入状況：ホル雄やF1子牛を県外市場へ販売
育成牛は県内外に預託（年間約40～50頭）

・施設 ：フリーストール牛舎、搾乳舎、
飼料庫、堆肥舎 各1棟
※既存の繋ぎ牛舎は子牛哺育等に活用
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図－２ 経営支援体制
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４．新たな繁殖検診体制の整備

従来のＡ農場の繁殖検診・治療は、民間獣

医師により２週間間隔で分娩後６０日以降の

牛に対して実施されてきた。

今後は分娩後早い時期の牛に対する繁殖検

診（以下、検診 、いわゆるフレッシュチェ）

ックを強化することとし、従来の繁殖検診を

継続しながら、新たに家保と共済獣医師が共

。同で検診を２週間間隔で実施することとした

これにより民間獣医師等と連携しながら農場

には１週間に１回の継続検診体制が可能になり、平成２６年９月からこの体制での検診を

開始した。検診では家保は技術提供や検診カルテを作成し、共済獣医師が超音波診断装置

を併用しながら診断精度を高め、治療に役立てた（図－３ 。）

５．検診の成績

検診は平成２６年９月から平成２７年１

２月にかけて、２８回（延１７６頭）実施

した。治療を要する牛の割合は５１.１％

で、治療原因の８５.６％が卵巣疾患、１３.

３％が子宮疾患だった。

検診期間中の４か月ごとの推移では、要治

療牛の割合が減少し、正常牛の割合が増加す

る傾向だった（図－４ 。）

６．検診の前後の繁殖成績の比較

検診実施前後の１年間を比較すると年間

、種付回数が８０３回から５７０回に減少し

年間受胎頭数は９０頭から１１５頭に増加

した。

検診期間の平成２６年９月及び平成２７

年１２月の牛群検定成績の比較では、平均

空胎日数が２５２日から１８８日へ、平均

搾乳日数が２４６日から１８６日へそれぞ

れ短縮し、繁殖成績が改善した（図－５ 。）

検診期間中の牛群検定成績の推移では、

平均空胎日数及び平均搾乳日数はそれぞれ着実に減少しており、都府県平均や理想値に近づ

平均乳量については、２８.８ｋｇ から３５.４ｋｇに増加していいている（図－６）。また

る 。（図－７）
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図－３ 新たな繁殖検診体制の整備

○検診実施前後の比較※

・年間種付回数の減少：803回→570回(－233回)

・年間受胎頭数の増加： 90頭→115頭(＋ 25頭)

※  H25.10～ H26.9及びH26.10 ～ H27.9の実績比較

○検診実施期間中の比較※ ※

・平均空胎日数の短縮：252日 →188日

・平均搾乳日数の短縮：246日 →186日

※ ※ H26.9とH27.12の牛群検定成績比較

図－５ 検診前後の繁殖成績の比較

図－４ 検診結果の推移

（％）

（期間）

0

10

20

30

40

50

60

70

H26.9～12月 H27.1～4月 H27.5～8月 H27.9～12月

要治療

正常

経過観察

７．まとめ及び考察

平成２３年度の管内一酪農場の規模拡大に伴い、関係機関が経営を支援してきた中で、

家保は繁殖衛生管理指導を担当し血液検査、授精技術指導等を実施してきた。

平成２６年９月から民間獣医師等と連携した新たな分娩後早期の牛に対する検診を開始

し、農場に対してよりきめ細かい検診を行った。

検診は平成２７年１２月までに２８回 延（

１７６頭）実施した。結果、要治療牛は５

、 。１.１％ うち卵巣疾患が８５.６％だった

検診期間中に要治療牛が減少し、指導によ

る飼養管理の改善が示唆された。検診前後

の年間種付回数が８０３回から５７０回に

減少したことにより授精経費と労力の削減

につながった。また検診期間中に平均空胎

日数が２５２日から１８８日へ、平均搾乳

日数が２４６日から１８６日へと短縮し、

繁殖成績向上に伴い平均乳量が２８.８ｋｇから３５.４ｋｇへ増加した。これは平均搾乳

日数が短縮して理想値の１６０日に近づいたことにより泌乳量が多い個体が増加し牛群全

体の乳量が増加したためと考えられた（図－８ 。更に検診前後の年間受胎頭数が９０頭）

から１１５頭に増加しており、今後はさらに生乳や子牛の販売収益向上が見込まれる。

８．今後の課題

Ａ農場の繁殖管理面において現状の成績にはまだ改善の余地があり、要治療牛も多いことか

ら、今後も牛群検定成績や血液検査等の成績を指標に民間獣医師等と連携した検診体制を維

持継続する必要がある。飼料給与面では先に述べた繁殖成績向上や飼料費削減のためにも良

Ａ ＷＣＳは質な自家産粗飼料の増産と確保が必要で、 農場では平成２８年度の作付面積をイネ

牧草も２６ から拡大を検討している。自給飼料１５ｈａから３０ｈａへ拡大予定であり、 ｈａ

増産のためには、関連する各種事業を継続しサポートしていくことが重要と考える。

今回の取り組みによりＡ農場の繁殖成績は向上したが、今後も関係機関と協力しながらこれら

の課題を解決し、地域の酪農経営改善モデルにしたいと考える。

図－６ 検診期間中の牛群検定成績の推移
（平成26年9月～27年12月）
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図－７ 検診期間中の牛群検定成績の推移
（平成26年9月～27年12月）
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７．まとめ及び考察

平成２３年度の管内一酪農場の規模拡大に伴い、関係機関が経営を支援してきた中で、

家保は繁殖衛生管理指導を担当し血液検査、授精技術指導等を実施してきた。

平成２６年９月から民間獣医師等と連携した新たな分娩後早期の牛に対する検診を開始

し、農場に対してよりきめ細かい検診を行った。

検診は平成２７年１２月までに２８回 延（

１７６頭）実施した。結果、要治療牛は５

、 。１.１％ うち卵巣疾患が８５.６％だった

検診期間中に要治療牛が減少し、指導によ

る飼養管理の改善が示唆された。検診前後

の年間種付回数が８０３回から５７０回に

減少したことにより授精経費と労力の削減

につながった。また検診期間中に平均空胎

日数が２５２日から１８８日へ、平均搾乳

日数が２４６日から１８６日へと短縮し、

繁殖成績向上に伴い平均乳量が２８.８ｋｇから３５.４ｋｇへ増加した。これは平均搾乳

日数が短縮して理想値の１６０日に近づいたことにより泌乳量が多い個体が増加し牛群全

体の乳量が増加したためと考えられた（図－８ 。更に検診前後の年間受胎頭数が９０頭）

から１１５頭に増加しており、今後はさらに生乳や子牛の販売収益向上が見込まれる。

８．今後の課題

Ａ農場の繁殖管理面において現状の成績にはまだ改善の余地があり、要治療牛も多いことか

ら、今後も牛群検定成績や血液検査等の成績を指標に民間獣医師等と連携した検診体制を維

持継続する必要がある。飼料給与面では先に述べた繁殖成績向上や飼料費削減のためにも良

Ａ ＷＣＳは質な自家産粗飼料の増産と確保が必要で、 農場では平成２８年度の作付面積をイネ

牧草も２６ から拡大を検討している。自給飼料１５ｈａから３０ｈａへ拡大予定であり、 ｈａ

増産のためには、関連する各種事業を継続しサポートしていくことが重要と考える。

今回の取り組みによりＡ農場の繁殖成績は向上したが、今後も関係機関と協力しながらこれら

の課題を解決し、地域の酪農経営改善モデルにしたいと考える。

図－６ 検診期間中の牛群検定成績の推移
（平成26年9月～27年12月）
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図－７ 検診期間中の牛群検定成績の推移
（平成26年9月～27年12月）
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